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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 76,038 2.5 1,032 △64.7 1,327 △63.7 △819 －

2023年３月期第３四半期 74,209 8.9 2,920 △30.4 3,655 △14.9 2,440 △41.1

（注）包括利益 2024年３月期第３四半期 4,837百万円（△34.3％） 2023年３月期第３四半期 7,358百万円（74.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 △79.49 －

2023年３月期第３四半期 236.79 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 143,934 66,048 45.9

2023年３月期 138,092 62,539 45.3

（参考）自己資本 2024年３月期第３四半期 66,048百万円 2023年３月期 62,539百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 130.00 130.00

2024年３月期 － 0.00 －

2024年３月期（予想） 130.00 130.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,900 △0.1 1,000 △72.4 1,300 △70.0 △700 － △67.88

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期３Ｑ 10,338,884株 2023年３月期 10,338,884株

②  期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 25,986株 2023年３月期 29,678株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 10,311,687株 2023年３月期３Ｑ 10,308,599株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  　-社  （社名）　　　　　　　　　　、除外  　-社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料 ３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、社会経済活動の正常化が進んだことで、

景気は緩やかに持ち直しの動きを見せた一方、物価上昇に伴う欧米各国による金融引き締めや中国景気低迷の長

期化など、先行き不透明な状況が続きました。

当社グループは、第16次中期経営計画（2025年３月期までの３ヶ年計画）の経営方針である「稼ぐ体質づく

り」、「伸長事業拡大の布石」、「温室効果ガス排出量削減分野へのリソース配分」に基づき、消費電力を低減

するパワー半導体の新製品やインドで二輪EV向けPCU（パワーコントロールユニット）を量産開始したほか、EV

充電器の新シリーズ「MITUS（ミタス）」を発表しました。このほか、ESG経営の高度化に向けてサステナビリテ

ィ推進体制を整備し、基本方針に沿って活動を展開するなど、引続き企業価値の向上と持続可能な社会の実現に

向けた諸施策に取組みました。

このようななか、当第３四半期連結累計期間の売上高は中華圏における景気低迷を主要因としてデバイス事業

が大幅に減少したものの、二輪向け製品を中心に電装事業が伸長したほか、為替相場が円安基調で推移したこと

もあり76,038百万円（前年同期比2.5％増）となりました。一方、損益面では電装事業における増収効果があっ

たものの、デバイス事業の減収が響き、営業利益は1,032百万円（前年同期比64.7％減）、経常利益は1,327百万

円（前年同期比63.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純損失は繰延税金資産の取り崩しや持分法適用関連会

社の投資有価証券売却損を計上したことなどにより819百万円（前年同期は2,440百万円の利益）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。前年同期比較につきまして

は、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組替えた数値で比較しております。詳細は、「３．四半期連結

財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」をご参照くださ

い。

また、セグメント間の取引については相殺消去して記載しております。

（デバイス事業）

デバイス事業の売上高は24,732百万円（前年同期比12.9％減）、営業損失は527百万円（前年同期は2,702百

万円の利益）となりました。

車載向け製品は自動車生産台数の回復を受けて増加した一方、家電・産機向け製品については中華圏におけ

る景気低迷や流通在庫の調整が続き大幅に減少したため、事業全体では減収となりました。損益面において

は、原材料価格やエネルギーコスト高騰への対応として販売価格の適正化を進めたほか原価低減活動に努めた

ものの、減収影響や生産稼働率の低下などにより減益となりました。

（電装事業）

電装事業の売上高は46,777百万円（前年同期比12.7％増）、営業利益は5,118百万円（前年同期比27.5％

増）となりました。

主力の二輪向け製品はベトナムにおける景気減速の影響を受けましたが、インドネシアやインドが好調を維

持し、くわえて四輪向け製品の伸長や為替相場が円安に推移したことなどもあり増収となりました。損益面に

おいては増収および円安効果などにより増益となりました。

（エネルギーシステム事業）

エネルギーシステム事業の売上高は4,422百万円（前年同期比4.8％増）、営業損失は173百万円（前年同期

は334百万円の損失）となりました。

販売を終息させた太陽光発電向けパワーコンディショナの減少影響があるものの、通信インフラ向け整流装

置やEV充電器が増加したことにより増収となりました。損益面においては増収により損失が縮小しました。

（その他）

その他の売上高は106百万円（前年同期比2.8％減）、営業利益は34百万円（前年同期比2.7％減）となりま

した。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は143,934百万円（前期末比5,841百万円増）となりました。これは、主

に現金及び預金や棚卸資産が増加したことなどによるものであります。

また、負債は77,885百万円（前期末比2,332百万円増）となりました。これは、主に長期借入金が増加したこ

となどによるものであります。

純資産は66,048百万円（前期末比3,509百万円増）となり、自己資本比率は45.9％となりました。

以上の結果、１株当たり純資産は6,404円45銭となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年11月８日に公表した通期の連結業績予想に変更はございません。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準に基づき連結財務

諸表を作成しております。

国際会計基準（IFRS）の適用については、同基準の理解・習得、日本基準とのギャップ分析、導入における影響

度調査等の取組みを実施しており、それらの内容を踏まえつつ、国内外の諸情勢を考慮の上、適用の可能性や時期

等を検討してまいります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,147 29,537

受取手形及び売掛金 19,421 17,749

商品及び製品 11,318 12,503

仕掛品 6,085 6,833

原材料及び貯蔵品 17,465 19,025

その他 6,026 5,071

貸倒引当金 △23 △23

流動資産合計 85,440 90,698

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,287 16,766

機械装置及び運搬具（純額） 9,266 9,178

土地 4,357 4,396

リース資産（純額） 693 619

建設仮勘定 1,820 2,137

その他（純額） 2,126 2,302

有形固定資産合計 35,553 35,401

無形固定資産

ソフトウエア 622 594

リース資産 2 －

その他 59 34

無形固定資産合計 684 629

投資その他の資産

投資有価証券 14,876 15,772

繰延税金資産 659 522

その他 921 952

貸倒引当金 △42 △41

投資その他の資産合計 16,414 17,205

固定資産合計 52,652 53,236

資産合計 138,092 143,934

３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,668 17,152

短期借入金 5,895 6,335

１年内償還予定の社債 1,500 1,150

リース債務 375 462

未払法人税等 239 174

賞与引当金 965 －

資産除去債務 80 10

その他 5,737 5,826

流動負債合計 32,462 31,111

固定負債

社債 2,350 1,650

長期借入金 26,780 30,860

リース債務 629 546

繰延税金負債 2,707 2,821

退職給付に係る負債 8,594 8,912

製品保証引当金 1,180 1,104

資産除去債務 801 819

その他 47 59

固定負債合計 43,091 46,774

負債合計 75,553 77,885

純資産の部

株主資本

資本金 17,823 17,823

資本剰余金 7,733 7,732

利益剰余金 30,563 28,403

自己株式 △109 △95

株主資本合計 56,010 53,863

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,559 4,573

為替換算調整勘定 893 3,448

退職給付に係る調整累計額 3,076 4,163

その他の包括利益累計額合計 6,528 12,185

純資産合計 62,539 66,048

負債純資産合計 138,092 143,934
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

売上高 74,209 76,038

売上原価 60,642 64,641

売上総利益 13,567 11,397

販売費及び一般管理費 10,646 10,365

営業利益 2,920 1,032

営業外収益

受取利息 85 177

受取配当金 399 457

為替差益 524 －

持分法による投資利益 77 62

受取ロイヤリティー 3 2

その他 110 112

営業外収益合計 1,201 812

営業外費用

支払利息 187 208

為替差損 － 59

原状回復費用 69 －

その他 210 249

営業外費用合計 467 517

経常利益 3,655 1,327

特別利益

投資有価証券売却益 65 3

特別利益合計 65 3

特別損失

投資有価証券売却損 － 296

特別損失合計 － 296

税金等調整前四半期純利益 3,720 1,034

法人税、住民税及び事業税 988 1,316

法人税等調整額 291 537

法人税等合計 1,279 1,854

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,440 △819

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
2,440 △819

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △670 2,014

為替換算調整勘定 2,956 2,287

退職給付に係る調整額 2,644 1,087

持分法適用会社に対する持分相当額 △12 267

その他の包括利益合計 4,917 5,656

四半期包括利益 7,358 4,837

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,358 4,837

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３

デバイス
事業

電装事業
エネルギー
システム

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 28,380 41,500 4,219 74,100 109 74,209 － 74,209

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,906 － － 4,906 － 4,906 △4,906 －

計 33,286 41,500 4,219 79,007 109 79,116 △4,906 74,209

セグメント利益又は

損失（△）
2,702 4,013 △334 6,381 35 6,417 △3,496 2,920

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソレノイド事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△3,496百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）３

デバイス
事業

電装事業
エネルギー
システム

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 24,732 46,777 4,422 75,932 106 76,038 － 76,038

セグメント間の内部

売上高又は振替高
5,497 2 － 5,499 － 5,499 △5,499 －

計 30,229 46,780 4,422 81,432 106 81,538 △5,499 76,038

セグメント利益又は

損失（△）
△527 5,118 △173 4,417 34 4,452 △3,420 1,032

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソレノイド事業等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△3,420百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、従来の報告セグメントの区分を変更しております。「エネルギーシステム

事業」は量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。この変更に

伴い従来の報告セグメントである「デバイス事業」、「電装事業」から「デバイス事業」、「電装事業」お

よび「エネルギーシステム事業」の３つを報告セグメントとしております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを

記載しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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